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◇あとがき◇
　現在，私が所属するのは大学病院ですので，
臨床の小児外科医としての立場以外に教育職員
として医学生や大学院生の教員として勤務して
います。今年に入り対話型 AIツールが急速に
広がり医学部生が対話型 AIソフトを使用して
いる場面をみかけ，その機能に驚かされます。
和英論文の要約・試験問題の作成・表計算の関
数の作成・プログラミングなど的確な条件をつ
ければ瞬時に答えが出ますし日本語の精度もな
かなかのものです。
　事務的作業の大幅な効率化などよい点があ
り，その利用法についてわれわれも勉強せざる
をえない状況だと考えています。この言語 AI
は，最も普及した SNSが 100万人登録されるの
に約10か月かかったそうですが，同数の登録者
が 5日間であったことからもその急速な普及ぶ
りが窺えます。現在多くの教育機関では論文査
読に論文剽窃チェックツールを使用しています
が，対話型 AIでは条件づけ次第でその結果が
異なるため，ファクトチェックを含めて今後そ
の利用法・対応法に関しては学会・社会全体で
検討する必要があります。手術においても現在
臓器判定に AIによる深層学習で血管・神経・
結合組織・尿管などが同定されるようになり，
私たちも教育用として導入し始めましたが，将
来的には外科医不在の手術も夢ではなくなって
きました。
　今回は小児外科に関連する症候群を特集しま
した。われわれが扱う症例のなかには症候群に
属する症例が多くありますが，知らない症候群
や，学生時代に勉強した症候群の概念や原因遺
伝子などが解明・変更された新知見が多くある
ことに驚きます。今後診断学にも AIが導入さ
れていくことが予想されますが，現段階では言
語も画像も人間によるファクトチェックは必要
ですし，他に合併する疾患や症候群の予後を理
解することはインフォームドコンセントのため
にも不可欠であると思われます。本特集では各
症候群について最新知見をエキスパートの先生
達にご執筆いただきました。皆様の診療の一助
になれば幸いです。
 （渡井　有）
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